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　　★ 江東区の人口

 人口及び世帯数は増加傾向にあり、2010年では人口・世帯がそれぞれ約47万人・約22万世帯だったのに対し、
 2023年には人口が約53万人・世帯数が約28万世帯になりました。都内でも人口増加はトップクラスの高さです。

　　★ CO2排出量の現状

 江東区のCO2排出量は緩やかに減少し、2020年度には2013度比で21.8％減の2,626千t-CO2まで
 減少しています。またCO2排出量の51％は事務所・商業施設等、25％は家庭から排出されています。

　　★ CO2排出量削減目標

 ・⻑期目標：2050年ゼロカーボンの達成
 ・中間目標：2030年度におけるCO2排出量を2013年度比で50％削減

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
再エネクレジット

/t-co2 1.17 1.57 0.90 0.86 0.31 0.43 0.68 0.77 0.79 0.43 0.00 0.00
物流・移動時

/t-co2 - - - - - - - - 8.67 3.86 2.11 0.00
CO2削減量
合計/t-co2 1.17 1.57 0.90 0.86 0.31 0.43 0.68 0.77 9.46 4.29 2.11 0.00

「杉の木」
換算 83 本 112 本 65 本 61 本 22 本 31 本 48 本 55 本 676 本 307 本 151 本 0 本 1,611 本 

合計

14.64

22.56

7.92

ルミナス本社がある江東区では2021年に、2050年までにCO2排出量を実質ゼロにする
「ゼロカーボンシティ江東区」を目指すことを表明しました。

今回は江東区の現状とゼロカーボンシティ江東区のプランを見ていきましよう！

ＣＮＰ(カーボンニュートラルプロジェクト) 通信

★ 2024年度 CO2削減量 ★

1.再生可能エネルギーへの転換
住宅や事業所へ太陽光発電の再エネ設備やエネルギー管理システムの導入を促進。

2.建築物における脱炭素化
省エネ行動を促進することに加え、再エネ導入や省エネ機器の導入を推進。

3.モビリティにおける脱炭素化
次世代自動車への転換、自動車や公共交通機関への積極的な利用促進。

4.産学官⺠⼀体の推進体制の構築
⽊材と歴史的に関係の深い区の特性を活かし、産学官⺠が連携した積極的な⽊材利用を推進。

5.みどりの保全・育成
建築物の緑化、公園の整備や街路樹の維持管理など、都市緑地の適切な整備を推進。

6.気候変動の影響への適応
気候変動への適応の一環として引き続きグリーンインフラの活用や生物多様性の保全を推進。

7.公共施設における脱炭素化
区役所における脱炭素化の率先行動。

みんなで協力してCO2を減らしましょう！


